
 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 バースセンター 

産後ケア入院のご案内 
 

2024 年度より、津島市と蟹江町の産後ケア事業の受託施設になりました 

 当院では、2022年4月より産後ケア入院を行っています。 

産後ケア入院では、お母さんが赤ちゃんとの生活を安心して過ごしていけるよう助産師が支援します。 

 

産後ケア入院をご利用いただける方 

産後6か月までのお母さんと赤ちゃん（ただし離乳食開始前まで）が対象になります。分娩施設は問

いません。当院でご出産の方も、他院でご出産の方もご利用いただけます。 

当院は名古屋市、大治町、清須市、あま市、津島市、蟹江町の産後ケア事業の受託施設です（2024

年 8月時点）。この6市町に住民票のある方は、お住まいの保健センターにお問い合わせ下さい。 

保健センターに利用の申請をし、産後ケア事業の対象になった方には助成があります。 

 

こんな場合におススメ 

★初めての出産＆育児のスタートで、退院後の赤ちゃんとの生活が心配な方 

→出産後、お家に帰る前に引き続き産後ケア入院をすることができます 

分娩施設を退院し、自宅に戻ってからの利用もOKです 

★赤ちゃんが生まれてすぐにGCUに入院となったため、赤ちゃんと一緒に過ごしていない方 

 →GCUを退院した後、お家に帰る前に赤ちゃんと一緒に産後ケア入院ができます 

GCUを退院し、自宅に戻ってからの利用もOKです 

★お家で育児を頑張ってきたけど、睡眠不足や疲労が重なり少し身体を休めたい方 

 →お母さんの体調をみながら、支援していきます 

 

助産師からのメッセージ 

育児で孤立してしまいがちなお産後の時期、お困りの場合には産後ケア入院を利用してみませんか。

当院では、お母さんと赤ちゃんのそばにいつも助産師がいます。お産後の心配や悩みをお母さん一人で

抱えないでご相談ください。 

産後ケア入院について詳しくお知りになりたい方は、当院のホームページをご覧ください。ご相談や

お申し込みは、妊娠中、出産後の入院中、退院後いつでも可能です。スタッフ一同お待ちしています。 

 

全室個室です 助産師が育児や授乳のサポートをします 


